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（第３号様式）

会 議 要 旨

会議名 令和 5年度 第 1回館山市下水道事業審議会

開催日 令和 5年 7月 26日（水）

開催場所 鏡ケ浦クリーンセンター ２階会議室 午前 10時～11時 30分

出席者

委員（10名） ※敬称略、委員名簿順

松坂 誠一 小林 正幸 伏原 由美 小滝 仁 滝口 惠子

髙橋 和子 角田 吉夫 藤井 浩一 長谷川 秀徳 鈴木 正一

講師（１名）※敬称略

遠藤 誠作（総務省・経営財務マネジメント強化事業アドバイザー）

事務局（７名）

館山市長 建設環境部長 都市計画課長 下水道室長

下水道室下水道管理係長、下水道施設整備係長、他下水道室 1名

公開・非公開の別 公開

非公開の場合の理

由

傍聴者 １名

会議概要・結果等

①委嘱状の交付

②市長挨拶

③副会長の選出

副会長に松坂誠一委員を選出した。

④公共下水道に係る経営戦略の改定について

【事務局からの説明】

・経営戦略についての解説

・今後の予定について

【質疑なし】

⑤館山市公共下水道事業全体計画の見直しについて

【事務局からの説明】

・現在の下水道事業計画区域について

・見直しの内容とその理由

【質疑・意見】

・現在 209ha の供用を開始しているが、今後見直し後の区域であ

る 450haに拡大するのか。

→拡大した場合に使用料収入は上昇するものの、整備や維持管理に

係る費用を勘案すると、一般会計からの繰入金が現在よりも増加

する可能性が懸念される。人口密度等を考慮しつつ経営戦略改定

を進め、事業内容を精査することで最適な経営ができるよう検

討・見直しを進めていく。また、450haに拡大するとしても市が

他に抱えている大型事業が完了してからになると思われる。その

場合は審議会等で報告や諮問等で伺いたい。
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⑥遠藤アドバイザーの講義

【遠藤アドバイザーの講義】

・下水道事業の財政的な課題

・館山市における下水道事業の財政状況について

【質疑】

・アドバイザーは現在の 209ha で休止したことに肯定的だが、今

後 450haに拡大することは考えられないか。

→地域の人口密度の具合にもよってくると考えられる。

⑦その他

【意見】

・今回、講義を聞いて初めて市下水道事業の課題について知ること

ができた。市民にも周知した方が良いのではないか。

・もう少しここまで状況が悪化する前に対策できたら良かった。今

後は職員、議会含めいい方向に改善できれば良いと思う。


